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ご回答用紙 

●氏名：ヘイズジョン                 

提案①・福祉タクシー券を他制度との選択制とし、社会参加を促進する 

自由記入欄： 

10%使用率ということはニーズに合っていないことは明確なので、ご提案の方法に変更することが望

ましいと考えます。 

 

提案②：就労中の重度障害者への公的な介助サービスを実現する 

自由記入欄： 

五十嵐市長のイニシアチブのもと、問題なく実現されると思います。 

 

提案③ :市役所に遠隔手話通訳システムを導入する 

自由記入欄： 

どのようなオプションがあるかシステム課と相談が必要だと思います。現在外国人へのサービス提供

支援にアプリを使用していますので、同じような解決方法があるかもしれません。 

 


